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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月22日(2018.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞傷害性剤に結合された前立腺特異的細胞表面タンパク質に結合する抗体を含むイム
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ノコンジュゲートを含む、アンドロゲン受容体阻害剤ナイーブ前立腺がんを治療するため
の医薬。
【請求項２】
　前立腺がんが転移性前立腺がんである、請求項１に記載の医薬。
【請求項３】
　転移性前立腺がんが転移性去勢抵抗性前立腺がんである、請求項２に記載の医薬。
【請求項４】
　アンドロゲン受容体阻害剤が、アンドロゲン受容体に対するアンドロゲン結合を阻害す
る、及び／又はアンドロゲン受容体核移行及びＤＮＡとの相互作用を阻害する、請求項１
－３の何れか一項に記載の医薬。
【請求項５】
　アンドロゲン受容体阻害剤が４－｛３－［４－シアノ－３－（トリフルオロメチル）フ
ェニル］－５，５－ジメチル－４－オキソ－２－スルファニリデンイミダゾリジン－１－
イル｝－２－フルオロ－Ｎ－メチルベンズアミド又はその塩である、請求項４に記載の医
薬。
【請求項６】
　細胞傷害性剤が抗有糸分裂剤である、請求項１－５の何れか一項に記載の医薬。
【請求項７】
　抗有糸分裂剤がチューブリンの重合の阻害剤である、請求項１－６の何れか一項に記載
の医薬。
【請求項８】
　イムノコンジュゲートが式Ａｂ－（Ｌ－Ｄ）ｐを有し、式中、
（ａ）Ａｂは前立腺特異的細胞表面タンパク質に結合する抗体であり；
（ｂ）Ｌはリンカーであり；
（ｃ）Ｄはメイタンシノイド又はオーリスタチンから選択される細胞傷害性剤であり；
（ｄ）ｐは１－８の範囲に及ぶ、
請求項１－７の何れか一項に記載の医薬。
【請求項９】
　Ｄがオーリスタチンである、請求項８に記載の医薬。
【請求項１０】
　Ｄが式ＤＥ

（式中、Ｒ２及びＲ６はそれぞれメチルであり、Ｒ３及びＲ４はそれぞれイソプロピルで
あり、Ｒ５はＨであり、Ｒ７はｓｅｃ－ブチルであり、各Ｒ８は、ＣＨ３、Ｏ－ＣＨ３、
ＯＨ、及びＨから独立に選択され、Ｒ９はＨであり、Ｒ１８は－Ｃ（Ｒ８）２－Ｃ（Ｒ８

）２－アリールである）
を有する、請求項９に記載の医薬。
【請求項１１】
　ＤがＭＭＡＥである、請求項１０に記載の医薬。
【請求項１２】
　リンカーがプロテアーゼによって切断可能である、請求項８－１１の何れか一項に記載
の医薬。
【請求項１３】
　リンカーがｖａｌ－ｃｉｔジペプチド又はＰｈｅ－ホモＬｙｓジペプチドを含む、請求
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項１２に記載の医薬。
【請求項１４】
　リンカーが酸不安定性である、請求項８－１１の何れか一項に記載の医薬。
【請求項１５】
　リンカーがヒドラゾンを含む、請求項１４に記載の医薬。
【請求項１６】
　式：

（式中、Ｓは硫黄原子である）
を有する請求項８に記載の医薬。
【請求項１７】
　ｐが２－５の範囲に及ぶ、請求項８－１６の何れか一項に記載の医薬。
【請求項１８】
　前立腺特異的細胞表面タンパク質が、前立腺特異的膜抗原（ＰＳＭ）、前立腺がん腫瘍
抗原（ＰＣＴＡ－１）、前立腺幹細胞抗原（ＰＳＣＡ）、溶質輸送体ファミリー４４、メ
ンバー４（ＳＬＣ４４Ａ４）、及び前立腺の６回膜貫通型上皮抗原１（ＳＴＥＡＰ－１）
の一つ以上である、請求項１－１７の何れか一項に記載の医薬。
【請求項１９】
　前立腺特異的細胞表面タンパク質がＳＴＥＡＰ－１である、請求項１８に記載の医薬。
【請求項２０】
　抗体が、（ａ）配列番号５のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｈ１；（ｂ）配列番号６のア
ミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｈ２；（ｃ）配列番号７のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｈ３；
（ｄ）配列番号２のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｌ１；（ｅ）配列番号３のアミノ酸配列
を含むＨＶＲ－Ｌ２；及び（ｆ）配列番号４のアミノ酸配列を含むＨＶＲ－Ｌ３を含む、
請求項１－１９の何れか一項に記載の医薬。
【請求項２１】
　抗体が配列番号９のＶＨ配列及び配列番号８のＶＬ配列を含む、請求項２０に記載の医
薬。
【請求項２２】
　抗体がモノクローナル抗体である、請求項１－２１の何れか一項に記載の医薬。
【請求項２３】
　抗体がヒト、ヒト化又はキメラ抗体である、請求項１－２２の何れか一項に記載の医薬
。
【請求項２４】
　前立腺がんが前立腺特異的細胞表面タンパク質の発現について陽性である、請求項１－
２３の何れか一項に記載の医薬。
【請求項２５】
　前立腺特異的細胞表面タンパク質がＳＴＥＡＰ－１である、請求項２４に記載の医薬。
【請求項２６】
　付加的治療剤がさらに投与される、請求項１－２５の何れか一項に記載の医薬。
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